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取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございまず。 

す碍:化 I 電気製品はま全のためのを意事項を守らないと、 
一白° |火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の 
取0扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのう 
え、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、し〇でも見られるところに必ず保管して 
<ださい。 
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A 警告まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちびった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


ま全のためのを意事項を守る 


この「ま全のために」の注意事頃をよ < お読み 
<ださい。 


定期のに点検する 


1 年に一度は、 AC パワーアダプターのプラグ 
部とコンセントとの間にほこりびたまっていな 
いか、故障したまま使用していないか、などを 
点検して < ださい。 


故障した6使わない 


動作びおかし<なったり、 AC パワーアダプ 
ターなどび破損しているのに気づいたら、すぐ 
にお買い上げ店またはソニーヴービス窓□に修 
理をご依頼 < ださい。 


万一、異常び起さた6 


卡電源を切る 
© AC パワーアダプ 
ターで 巧電中の 
場合は、コンセ 
ントから巧く 
© ソ ニーの 相談窓 
□ (裏表紙） また 
はお買い上げ 
店、 ソ ニーサー 
ビス窓 □に修理 
を依頼ずる 



警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次の 
よつな表のをしています。表のの 
内容をよく理辆してか日本でをお 
読みください。 


於■を哟 

この表おのま意事頂を守らない 
と、火災-感電•漏液•発熱•お 
裂などによ D 死 t や大けびなどの 
人身事故び生じます。 


lAWW] 

この表示のま意事項を守らない 
と、火災-感電などにより死こや 
大けびなど人身事なの原因とな0 
ます。 


应ミ主意 I 

この表おのま意事頂を守らない 
と、感電やその他のま巧によりけ 
びをしたり周辺の家財に損害を与 
えた D することびあります。 


ミ 主意を促す記号 

A A A 

'ま意 义巧 感覃 

行為を禁止する記号 

0 ® 

宾止 接触禁止 

⑩磯） 

分解禁止 めれ手禁止 

行為を指示する記号 

〇运 

指示 つラグをコン 

セントからほく 
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3 



























A 危険 I 瓜爪 

火災 感電 


下記の注意事項を守らないと jAi ミ g • 

感電•発熱•発义により死亡 

や大け方 i の原因となりまず。 


指定なかの AC パワーアダプターをほわない 

充電するとをは、必ず指定の AC パワーア 
ダプターを使巧して < ださい。 

破襲や電池の液漏れ、過熱などにより、火 
災やけび、周囲の巧損の原因となります。 



义の中に入れない 



分解しない 

故障や感電の原因となります。内部の点お 
および修理はソニーの相談窓 □ (裏表紙)ま 
たはお買い上げ店、ソニーサービス窓□に 
ご依頼ください。 



义のそばや炎天下などで巧電したり放置しない 




へ 下記のを意事項を守 S ないと • 

^ 感電•発熱•発义 にょり やけ 

-/口\ し 

义災 厦 

是立どや 大けな <の原因となりまず。 


道路な通ミ去に従つて安を運面ずる 

運転者は道路交通法に従う義務がありまず。前ち ミ 主 
意をおこたるなど、を全運転に反する行為は違法で 
あり、事故やけがの原因となりまず。 

. 運転中は本機および携帯電話を使巧しない。 

• 運転中に携帯電話の画面を注視しない。 

•運転中し U がでち、踏切や駅のホーム、車の通る 
道、工事現場など、周囲の音び聞こえないと危険 
な場所ではへッドセツトを使わないでください。 
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- 1 A A 下記のを意事項を守 S ないとジ i 巧！* 

^底必韶端。；驚哉ゃけ 


火災 感電 


内部にかや異巧を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因にな 
ります。万一、水や異物び入ったとを 
は、すぐに使用を中止し、 AC パワーア 
ダプターをコンセントからおいて、お買 
い上げ店またはソニーサービス窓□にご 
相談ください。 



この製品をおかで®巧しない 

AC パワーアダプターは、日本国内専巧 

です。 〇 

交流1日日Vの電源でお使いください。海 
がなどで、異なる電源電圧で使巧する i 胃 'T 

と、义災や感電の原因となります。 



雷び鳴りだした6、 ACA ワーアダプ 
夕一に軸れない 

感電の原因となります。 


接触禁止 



めれた手で AC パワーアダプターをさ 
わ6ない 

感電の原因となることびあります。 

めれ手禁止 




本巧や ACA ワーアダプターを巧団な 
どでおおった巧態で度わない 

熱びこもってケースび変形したり、乂災 
の原因となることびあります。 




_ 下記のま 意 事項を巧らないと I す fii をしたり周辺の 

仪注意家おに損害を与えたりすることがあります。 


大音量で長時聞病けて聞まずぎない 

• 耳を刺激するよラな大をな音量で長時間 
続けて聞くと、聴力に悪い影響を与える 
ことびあります。耳を守るため、音量を 
上げすぎないよラにご注意<ださい。 
へッ ドセットにつないでいる Bluetooth 
機器によっては、通話時に A ウ U ング現 
象びおさることびありますので、常に適 
度な音量を保つよラにしてください。 

•このヘッドセットは、音量を上げすざる 
と音びがに漏れます。音量を上げすぎて 
まわりの人の迷惑にならないよラに気を 
つけましよう。雑音のをいところでは音 
量を上げてしまいびちですび、ヘッド 
セットで聞<とさは、いつち呼びかけら 
れて返事びでさる<らいの音量を目安に 
して < ださい。 



はじめか6ポリュームを上ばずぎない 

突然大さな音び出て耳をいためることがあり 
まず。ボリュームは徐々に上げましよラ。 



通電中の AC パワーアダプターや製品 
に長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低 
温やけどの原因になることびあります。 



かゆみなど還阳感びあつた6ほわない 

へツドセツトび抓に合わないと感じたときは 
早めに使巧を中止して、医師またはソニーの 
ネ目談窓□(裏表紙)、またはお買い上げ店に 
ご相談ください。 
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_ 、 下記のま意事項を守らないと I す fii をしたり周辺の 

A 注意」家脉こ損害を与えたりすることびあります。 



本傑を疏巧機巧で®わない 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれびあ 0 ます。 

0 

禁止 

本傑を医療機巧の巧<で巧わない 

電波びわ臓ペースメーカーや医療用電気機器に 
影響をちえるおそれびあります。満員電車など 
の混雑した場所や医療機関の屋内では使わない 
で < ださい。 

0 

禁止 

本なをむ瞄ぺースメーカーの装着部位か 
622 cm な上謎ず 

電波によりペースメーカーの動作に影響をちえ 
るおそれびあ 0 ます。 

A 

'ま意 

本傑を自動ドア、义災巧知おなどの自動 
制御機巧の®<ではほわない 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれびあ 0 ます。 

0 

禁止 

長時間ほ用しないとまは AC パワーアダプ 
夕一を巧< 

長時間使用しないときは、 ち全のため ACJ の一 
アダプターをコンセン ト から扳いて<ださい。 

€ 

3 ラグをコン 
セントからホく 

お手入れの原、 AC パワーアダプターを巧く 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入れ 
をすると、感電の原因となることびあります。 

€ 

3 ラグをコン 
セントから巧く 

本なは、国内専用でず 

海がでは国によって電波使用制限びあるため、 

本機を使用した場合、罰せられることびありま 
す。 

〇 

指示 



電池についてのまを上のごを意 

液漏れ•破裂•発熱•巧义 • 誤が による大けがや失明を 
避けるため、下記のま意事項を必ずお守りください。 


拉危険! 充電式電池び液漏れしたとき 

巧電式電池の液が漏れたとさは素手で液をさわ百ない 

あび本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓 □ (裏表紙）また 
はソニーサービス窓□にご相談ください。 

液び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので目をこすら 
ず、すぐに水道水などのされいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を 
受けてください。 

液び身体やを服についたときも、やけどやけびの原因になるので、すぐ 
にきれいな水で洗い琉し、皮膚に炎症やけびの症状びあるとをには医師 
にネ目談してください。 


换警告]巧電式電刷こついて 

• 指定された AC パワーアダプター政列•で充電しない。 

• 火の中に入れない。分觸、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光の当たるところ-炎天下の車中など、高温の場 
所で使用*保管*放置しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しな 
し)。ショートさせない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 


屆\注意 I 曰本国巧での充電式電池の廃重について 

U チウムイオン電池は、リサイクルでをます。不要に 
なった U チウムイオン電池は、金属部にセ DA ンテープ 
などの絶織テープを貼って U サイクル協力店へお持ち< 
ださい。 


充電式電池の回収-リサイクルおよび U サイクル協力店については一般社 
団法人 J 巨 RC ホームページ 
http://www.jbrc.net/hp/contents/index.html 
を参照して < ださい。 


镇 

Li-ion 
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Bluetooth 機釉こごいて 


煤器認定について 

本機は、電波法に基づくか電カデータ通信システムの無線設備として、 
認話を受けています。従って、本機を使用するときに無線局の免許は必 
要ありません。 

ただし、じ(下の事項を行うと法律に罰せられることびあります。 

• 本機を分解/改造すること 
• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと 


周波数にごいて 


本機は 2.4 GHz 帯の2.400日 GHz から2.4835 GHz まで使用できます 
び、他の無線機器も同じ周波数を使っていることびあります。他の無線機 
器との電波干渉を防止するため、下記事項に注意してご使用<ださい。 


本傑のほ用上のミち意事項 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では電子レンジ等 
の産業-科学-医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライ 
ン等で使用される免許を要する移動体識別巧構内無線局、免許を要し 
ない特定のル電力無線局、アマチュア無線局等化!下「他の無線局」と 
略す）び運用されています。 

1. 本機を使庙する前に、近くで「他の無線局」び運用されていない 
ことを確認してください。 

2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合に 
は、速やかに本機の使巧場所を変えるか、または機器の運用を停 
止（電波の発射を停止）してください。 

3. 不明な点その他お困りのことび起さたとさは、ソニーの相談窓 □ 
までお問い合わせください。ソニーの相談窓□については、本取 
扱説明書の裏表紙をご覧ください。 


この無線機器は 2.4 GHz 帯を使巧します。変調 
方式として FH - SS 変調方式を採巧し、ち干渉距 
離は10 m です。 


2.4FH1 

[C ] 


Bluetooth とその□ゴマークは 、 Bluetooth SIG , INC . の商標で、ソ 
ニーはライセンスに基づを使用しています。その他、本書に記載されて 
いるシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは 
商標です。 
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こんなことびでをます 

フルートゥース 

本機は、团 uetooth ® 無線技術を利用したワイヤレスステレオへッドセッ 
卜です。 

• 己 luetooth 対応音楽プレーヤー* 1 の音楽をワイヤレスで楽しむことびで 
をます。 

• 大□径40 mm ドライバーユニットを搭載していますので、高音質再生 
び巧能です。 

• 己 luetooth 対応携帯電話がをかばんの中に入れたまま、八ンズフリーで 
通話びでさます。 

• 团 uetooth 対応音楽プレーヤー* 3 の基本的な U モコン操作（再生•一時 
停止-停止など）ができます。 

• 持ち運びに便利な巧りたたみ式 
• 便利な充電機能 

Bluetooth 無線技術について詳しくは、29ページをご覧ください。 



*1 接続する Bluetooth 機器び A2DP(Advanced Audio Distribution Profile) に対応 
している必要びあります。 

が接続する Bluetooth 機器び HSP{Headset Pro 川 e) または HFP (Hands-free 
Pro 川 e) に対応している必要びあります。 

"接続する Bluetooth 機器び AVRCP(Auclio Video Remote Control Pro 川 e) に対応 
10 している必要びあ 0 ます。 



Bluetooth 機お昼本操作の流れ 











丘] POWER (電源）ボタン 

图マルチフアンクシヨンボタン 

本機で通話するとき、さまざ 
まな機能を操作します。 

回ランプ清） 

本機の通信状態を表おします。 

团ランプ（ホ） 

本機の電源状態を表示します。 

固マイク 
固 DC IN 3 V 端モ 

团リセットポタン 

本機び動作しなくなったとを 
に巧します。ペア U ング情報 
は保持されます。 

固 VOL (音量）-ボタン 
回 VOL (音量）+ポタン* 


圆ジョグスイッチ 

本機で音楽を聞くとき、さま 
ざまな機能を操作します。 

回己 +/- ボタン 

本機で音楽を聞くとき、グ 
ループの頭出し機能を操作し 
ます。 

回スライダー 
画 (RIGHT) (ち）表示 
圓も ((RIGHT)) ユニット 

画ィャーパッド 
画を （CUED) ユニット 
回 (left) (を）表示 
画へッドバンド 

* 凸点（突起）びついています。操作の 
目印としてお使いください。 





本機を巧電する 

本機は U チウムイオン充電式電池を内蔵しています。充電してからお使い 
<ださい。 


1付属の AC パワーアダプター 
を、本機の DC IN 3 V 端子に 
接続ずる。 


ワイヤレスステレオ電源コンセントへ 
へツドセット 


DC IN 3 V AC パワー 

端子へ アダプター 

(付属） 


AC ノ（ワーアダプターを電源コ 
ンセントへ差し込むと、充電が 
始まります。 



本機の電源び入っているとをに AC 
バワーアダプターを電源コンセント 
につなぐと、本機の電源は自動的に 
切れます。 


2本機のランプ（ホ）び、点な 
していることを確認する。 



巧電は、約3時間 t で完了し、ラ 
ンプ（ホ）は自動的に消なしま 
す。 

* 電池残量びなし'!状態から、満充電 
するのにかかる時間 


警告 

本機は政下の原因などにより、充 
電中に異常を検知すると、充電び 
完了していなくてちランプ（ホ） 
び消なすることびあります。 

-動作保証温度範囲ので〜 

40で）を超える場合 
-充電式電池に問題びある場合 
この場合、ちラー度上記の温度範 
囲で充電を行ってください。それ 
でち問題び解決しない場合は、ソ 
ニーの相談窓 □ (裏表紙）にご相 
談ください。 
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ご注意 

• 長レ間使わなかったとさは、充電式電 
池の持続時間び短くなることびありま 
す。何回か充放電を繰り返すと、充分 
に充電でをるよラになります。 

• 使用可能時間び通甫の半分ぐらいに低 
下した攝合は、充電式電池の寿命と考 
えられます。充電式電池の交換につい 
ては、お買い上げ店またはソニーの相 
談窓 □ (裏表紙）にご相談ください。 

• 急激な温度変化や、直射日光、露、 

砂、ほこりや電気的な衝撃を避けてく 
ださレ。また駐車中の車内には、抱巧 
に放置しないで < ださい。 

• 付属の AC パワーアダプターは本磯専 
用です。他の AC パワーアダプターは 
使用しないでください。 


ごを意 

本機の電源を入れた直禮やペア U ングを 
行っているとさは、充電式電池の残量を 
確認することびでさません。 

巧量がほとんどな<なると 

ランプ（ホ）び自動的にゆっ<0点滅し 
ます。巧電式電池の残量び完全にな<な 
ると、ビープ音び鳴り、本機の電源び自 
動的に切れます。 


ほ用可能時間> 


本機の状態 

使用可能時間 

連続通信（音楽 
再生時間を含む 

最大17時間 

連続待ち受け 

最大2日0時間 


* 周囲の温度や使用状態により、上記の 
使用可能時間と異なる 攝 合びありま 
す。 

巧電式電化の巧量を巧認ずる 

本機の電源び入っているとさに 
POWER ボタンを巧すと、ランプ 
m び点滅します。ランプ 
(赤）び点滅した回数で、充電式 
電池の残量を確認でさます。 


ランプ（ホ） 

電池残 量 

3回点滅 

満 

2回点滅 

中 

1回点滅 

減（要充電） 
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ペアリングする 


ペアリングとは 

ペアリングの手順 


Bluetooth 機器では、あ！ 5 かじ 
め、接続しよラとする機器を登録 
してお<必要があります。この登 
録のことをペア U ングといいま 
す。 

一度ペアリングすれば、再びペア 
U ングする必要はありませんび、 
UTF の場合は再度ペアリングび必 
要です。 

•修理を行ったなど、ペアリング 
情報び消去されてしまったと 
を。 

• 9台じ(上の機器をペア U ングした 
とさ。 

本機は8台までの機器をペア U ン 
グすることびできます。8台分を 
ペア U ングしたあと新たな機器 
をペア U ングすると、8台のなか 
で最後に接続した曰時び最ち古 
い機器のペアリング情報び、新 
たな機器の情報で上書をされま 
す。 

• 接続巧手の機器から、本機との 
接続履歴び削除されたとを。 

• 本機を初期化したとき。 

すべてのペアリング情報び消去 
されます。 


1巧手測 Bluetooth 機器を、 

本煤の1 m な巧に置<。 

2本機の電源が切れている状態 
で POWER ポタンを7 mj , 
上 I 甲し続け、ペアリングモー 
ドにずる。 



ごを意 

•約3砂樓に本磯の電源び入り、ラン 
プ（青）とランプ（ホ）び、同時 
に2回点滅しますび、ボタンを放さ 
なレで<ださし、両方のランプび 
同時に点滅を開始したら、ボタン 
を放してください。 

• 5分け内にペア U ングを完了しな 
かった場合、本機のペアリング 
モードは解除され、電源び切れま 
す。この場合、ちラー度手順 1 か 
ら操作を斤ってください。 




3 巧手側 Bluetooth 煤器でぺ 
アリング操作を行い、本煤を 
巧索する。 

相手側 Bluetooth 機器の画面 
に、検出した機器の一覧び表示 
されます。本機は 「 DR - 
巨 T 日日」と表示されます。 
「 DR - BT 日日」と画面に表示さ 
れない場合は、ちラー度手順 1 
から操作を行って < ださい。 

4巧手測 Bluetooth 機器の画 
面に表示をれている FDR - 
BT 50 J を選巧する。 

5巧手測 Bluetooth 機器の画 
面でパスコード*の入力を要 

ボされた6、 rooooj を乂 

力ずる。 

ランプ（青）びゆっくりした点 
滅に変わったら、ペアリングの 
完了です。このとき、ネ目手側 
巨 I U etooth 機器の画面によって 
は「登録完了」などと表示され 
ます。 

* パスコー ドは、 パ スキー 、 PIN コー 
ド、 PIN ナンバー、バスワードなど 
と呼ばれる場合び态 D まず。 

6巧手抑田 uetooth 機器で 
Bluetooth 巧続操作を巧5。 

本機び相手側巨 luetooth 機器を 
最樓に接続した機器として記憶 
しまず。 

また、相手側巨 luetooth 機器に 
よっては、ペア U ングび完了す 
ると自動的に本機と己 luetooth 
接続した状態になる場合びあり 
ます。 


巧出した傑器の一覽リストの 
表示びできない Blu が〇〇化機 
巧や、画面びない機巧とペア 
U ングするとを 

本機と接続する機器の両方をペア 
U ングモードにすることで、ペア 
U ングすることびできる場合があ 
ります。接続機器の操作について 
は、お使いの機器に付属の取扳説 
明書をご覧 < ださい。 

ぐヒント 

• 複数の目 luetooth 機器とペア U ングす 
るには、ペア U ングしたい機器ごとに 
手 I 頃1〜5を繰り返してください。 

. 本機とペア U ングした Bluetooth 機器 
の情報をすべて削除ずるには、「本機 
を初期化する」 （32 ぺージ）をご覧く 
ださい。 
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本機を装着する 

表示のある方を左耳に、 へジ ド セツ トの広ばかた•巧 

( RIGHT ) 表示のある方をち耳にがけ りたたみかた 

て < ださい。 



へッドセットを巧りたたんだ状態 
で、ヘッドバンド両端のスライ 
ダーを下へ伸ばすと、ヘッドセッ 
卜全体をよりルさくすることびで 
をます。 
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Bluetooth 機能のランプ表巧 


接続動作中 

回 

回 

参- 

参- 


-参- 

-•-- 

- 

-参- 

-•… 
-参… 

HFP/HSP または 

回 

•- 

— 

— 

--•- 

— 

—— … 

A 2 DP の接続 

回 

- 






(非通話時または 








非音楽再を時） 









接続待ち [g 

回 


HFP/HSP と 回参- •- 

ASDP の同時接続回- 
(非通話時または 
非音楽再生時） 


i 

再生時 回参参-•参-… 

回- 

再生時 回 ••• - ••• -… 

( HFP/HSP で 回- 
待ち受け中） 

通 

話 

回- 

通話中 回参参-参 ♦ - ... 

回_ 

音楽再生中の 回 ••• - ••• -… 

通話 回一 


固：ランプ盾) 
回：ランプ（ホ) 


状態 点滅パターン 

引機器検索中 回 

回 

グ 


接続動作 I 接続巧み 















操作 


音楽を聞< 


げ IGHT) 



機器の操作をはじめる前に、しソ下 
の点をご確認ください。 

-送信側巨 luetooth 機器の電源び 
入つている。 

-本機とを信側 Bluetooth 機器の 
ペア U ングび完了している。 

-送信側团 uetooth 機器び音楽送 
信機能に対応している（プロ 
ファイル： A 2 DP *) 。 

1本煤の電源び切れている状態 
で、 POWER ボタンを約3巧 
巧巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）が 
同時に2回点滅し、電源び入り 
ます。 

ごを意 

• POWER ボタンを7秒け上押し続 
けると、本機びペア U ングモード 
になります。 

• 電源を入れたあと、本機は前回接 
続した機器に HFP または HSP で自 
動的に接続しよラとします。音楽 
を聞をなびら通話する場合は、本 


機の電源を入れる前に、前回接続 
した Bluetooth 磯器を HFP または 
HSP の接攝待ち状態にしてくださ 
い。 

2を信測 Bluetooth 機器で 
Bluetooth ち続操作を行う 
( A 2 DP ) 。 

を信側 Bluetooth 機器の操作に 
ついては、お使いの機器に付属 
の取扱説明書をご覧ください。 

3を信測 Bluetooth 機器の再 
生を始める。 



ジョグスイッチを押して、本機から送信 
側 Bluetooth 機器へ A2DP の Bluetooth 
接続をすることちでをます。ただし、本 
機で通話をしているとをは、ジョグス 
イッチを押しても A2DP の Bluetooth 接 
続はでをません。 

ご注意 

本機と送信側 Bluetooth 機器を、 HSP で 
Bluetooth 接続して音楽を再をした場 
合、本機で高音質の音楽を聞くことびで 
をません。送信側 Bluetooth 機器を操作 
して、 A2DP の Bluetooth 接続に切り換 
えて < ださレ。 

* プ□ファイルについて詳しくは、 

29ページをご覧 < ださい。 
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音量を調節ずるには 

音楽を再をしているときに、 

VOL + /- ボタンを巧します。 

ぐ ヒント 

•接続した磯器によっては、接続した磯 
器側でを音量の围節び必要な攝合びあ 
ります。 

•本磯は、音楽を聞くときの音量レベル 
と通話するとをの音量レベルを、それ 
ぞれ設定することびでさます。 


ほい終わるには 

1を信測 Bluetooth おおを操 
作して、 Bluetooth ち続を 
切勘する。 

2本機の POWER ポタンを約 
3巧巧}甲し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点好し、本機の電源び切 
れます。 

ぐヒント 

送信側 Bluetooth 機器の種類によって 
は、音楽の再生を終了すると、自動的に 
Blue 怕 oth 接続を切断する場合びありま 
す。 


送信側 Bluetooth 機器 
を操作する — AVRCP 

送信側 Bluetooth 機器び機器操作機 
能阅応プ□ファイル： AVRCP ) 
に対応している場合は、本機のボ 
タンで、を信側 Bluetooth 機器の操 
作びでさることびあります。 

ごを意 

送信側 Bluetooth 機器の対応機能につい 
ては、お使いの機器に付属の取扱説明書 
をご確認 < ださい。 


が 態： 停止中または一時停止中 



短巧し 

長巧し 


の 

③ 

FF/REW 

③ 


己 + /- 

⑥ 

⑥ 


@再生を開始* 1 

⑤ 停止 

③曲戻し/曲送り 
感早戻し/早送りが 

⑥ グループの頭出し* 2 

® グループの連続頭出し* 2 

が 態： 再を中 



短押し 

長巧し 


⑦ 


FF/REW 

感 

⑩ 

り + /- 

⑩ 

⑩ 


@ -時停止*1 
⑥停止 

感曲戻し/曲送り 
⑩早戻し/早送りが 
面）グループの頭出し* 2 
返> グループの連続頭出しが 
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送信側 Bluetooth 機器によっては、 
ジョグスイツチを2回巧す必要びあ0 
ます。 

送信側己 luetooth 機器によっては、 
操作に対応していない場合びあ0ま 
す。 


ごミち意 

本磯の VOL + / - ボタンで送信側 
Bluetooth 機器の音量を調節することは 
でをません。 
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通話する 



マルチフアンクシヨン 
ボタン 

POWER ボタン 
VOL + ボタン 
VOL— ボタン 

機器の操作をはじめる前に、し^下 
の点をご確認ください。 

-携帯電話の巨 luetooth 機能び有 
効になっている。 

-本機と Bluetooth 対応携帯電話 
のペア U ングび完了している。 

1本機の電源び切れている状態 
で、 POWER ボタンを約3巧 
巧巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に2回点滅し、電源び入り 
ます。電源び入ると、前回接続 
した Bluetooth 対応携 Tf ? 電話へ 
自動的に接続します。 

ごま意 

POWER ボタンを7秒け上押し続け 
ると、本機びペア U ングモードにな 
ります。 

を ヒント 

自動接続を試みて1分間を過ぎる 
と、接続動作び止まります。その場 
合は、マルチ フアン クシ ヨン ボタン 
を押すと、再度接続を試みます。 


本機び Bluetooth 巧応携帯電 
話へ自動的に接続しないとをは 

Bluetooth 対応携帯電話を操作し 
て接続するち法と、本機を操作し 
て前回接続した Bluetooth 機器と 
接続するち法とびあります。 

图 Bluetooth 巧な携帯電話を 
操作して接続ずる場合 

1 Bluetooth 巧な携帯電話で 
Bluetooth 接続操作を巧う 
( HFP または HSP *) 0 

巨 luetooth 対応携帯電話の操作 
については、お使いの携帯電話 
に付属の取掘説明書をご覧< だ 
さい。 

お出した機器の一覧び、 

巨 luetooth 対応携帯電話の画面 
に表示されます。本機は 
「 DR - BT 日0」と表示されます。 
HFP と HSP の両方に対応した 
巨 luetooth 対応携帯電話をご使 
用になるときは、 HFP をご使用 
<ださい。 

ご注意 

前回と異なる Bluetooth 対応携帯電 
話へ接続するときは上記のちまで 
Bluetooth 対応携帯電話を操作して 
接続して < ださい。 

* プ□ファイルについて詳しくは、 
29ページをご覧ください。 
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固本機を操作して前回接続した 
Bluetooth 機巧と接続ずる場合 

1マルチフアンクシヨンポタン 
を巧ず。 

ランプ(青)とランプ(ホ)び同時 
に点滅し始め、5秒間接続動作 
を行います。 

ご注意 

本磯で音楽を聞し1てレるとさは、マルチ 
フアン クシ ヨン ボタンで团 uetooth 接攝 
操作を行ラことはでをません。 

電話をかけるには 

1お保いの携帯電話のボタンを 
操作して電話をかける。 

本機から発信音び聞こえない場 
合は、マルチフアンクシヨンボ 
タンを約2秒間押し続けます。 



携帯電話の機種によっては、下記のよラ 
な方まで電話をかけることびでをます。 
詳しくは、お使いの携帯電話に付属の取 
扱説明書をご實ください。 

-通話待ち受け中に、マルチファンク 
シヨンボタンを押してボイスダイヤル 
機能を使って電話をかけることびでさ 
ます。 

-マルチファンクシヨンボタンを約2秒 
間押し続けて、直前の番号へ電話をか 
け直ずことびでさます。 


電話を夏けるには 

着信びあると、本機から着信音び 
聞こ克ます。 

1本機のマルチフアンクシヨンボ 
タンを巧して、電話を受ける。 

本機から聞こえる着信音は、携 
帯電話によって政下のよラに異 
なります。 

-本機の着信音 
-携帯電話の着信音 
-携帯電話の Bluetooth 接続専 
巧の着信音 
ご注意 

携帯電話のボタンを押して電話を受けた 
場合、機種によっては、携帯電話での通 
話び優先されることびあります。この場 
合、本機のマルチ フアン クシ ヨン ボタン 
を約2秒間押し続けるか、携帯電話を操 
作して、音声通信を本機に切り換えてく 
ださい。携帯電話側での操作について詳 
しくは、お使いの携帯電話に巧属の取扱 
説明書をご覧ください。 

音量を調節ずるには 

VOL + /- ボタンを押します。 

をヒント 

• 通話待ち受け中に音量を調節すること 
はでをません。 

•本機は、通話するときの音量レベルと 
音楽を聞<とさの音量レベルを、それ 
ぞれ設定することびでをます。 


電話を切るには 

本機のマルチフアンクシヨンボタ 
ンを押して、通話を終了します。 



ほい沒わるには 

1 Bluetooth 巧な携帯電話を 
操作して、 Bluetooth 巧続 
を切断ずる。 

2本機の POWER ポタンを 
約3巧巧}甲し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点灯し、電源び切れま 
す。 


Bluetooth 巧応携帯電話 
を操作ずる- HFP、HSP 

携帯電話との接続には、 HFP また 
は HSP のどちらかび使用されま 
す。どちらのプ□ファイルび使わ 
れるかは、携帯電話によって異な 
り、対応する機能ち異なります。 
お使いの携帯電話に付属の取扳説 
明書をご覧 < ださい。 

HFP 


巧態 

17ルチフアンクシヨンポタン1 

短押し 

長押し 

待ち受け 

ボイスダイ 
ヤル開始 

U ダイヤル 

ボイスダイ 
ヤル中 

ボイスダイ 
ヤル解除 

- 

発信中 

発信中断 

- 

着信中 

が答 

拒否 

通話中 

通話終了 

使用機器を本 
機まをは携 
帯電話へ切 
り換え 


HSP 


が態 

1 7 ルチフアンクシヨンポタン1 

短巧し 

長押し 

待ち受け 

- 

発信*1 

発信中 

発信中断 

発信中断また 
は使用機器を 
本機へ切り換 
元*2 

着信中 

応答 

- 

通話中 

通話終了*3 

使用磯器を本磯 
へ切0換え 


*1 携帯電話の機種によっては、操作に対 
応していない場合びあります。 

" 携帯電話の機種によって異なります。 
づ携帯電話本体で通話しているとをは、 
操作に対応しない場合びあ0ます。 




音楽再を中に通話をする 

音楽再生中に通話を する には、 A 2 DP だけではなく HFP または HSP での 
团 uetooth 接続も必要です。例えば、 Bluetooth 対応音楽プレーヤーで音 
楽を再生中に团 uetooth 対応携帯電話で通話をしたいときは、本機とお使 
いの携帯電話び HFP または HSP で团 uetooth 接続されている必要びあり 
ます。 


次の手順で本おとお巧いのお巧を Bluetooth 接続しておままず。 

1 r 通話する J (22 ベージ参照）の手順に従って、本機とお使いの 
携帯電話を HFP または HSP で Bluetooth 巧続ずる。 

2音楽を再をずる Bluetooth 機器（音楽プレーヤーや携帯電話な 
ど）を操作して、 A 2 DP で本煤と Bluetooth 巧続ずる。 


音楽巧を中に電話をかけるには 

1巧生中に、マルチファンク 
シヨンボタンを操作ずる 
(24 ぺージ参照）。また 
は、お使いの携帯電話を操作 
する。 

本機から発信音び聞こえない場 
合は、マルチフアンクシヨンボ 
タンを約2秒間押し続けます。 


音楽ち生中に電話を受けるには 

着信びあると音楽び一時停止し、 

本機から着信音び聞こえます。 

1マルチファンクシヨンボタン 
をがして、通話を開巧ずる。 

通話び終了したら、マルチ ファ 
ンクシヨンボタンを巧します。 
本機び音楽再生に戻ります。 

着信びあってを本機か6着信 
音び聞こえないとまは 

1再を中の音楽を停止する。 

2着信音び鳴った6、マルチ 
ファンクシヨンポタンを巧し 
て、通話を開始ずる。 
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その他 


本機を廃棄する 

本機は U チウムイオン充電式電池をちユニットに内蔵しています。 

環境 f 呆全のために、本機を廃棄する際は、充電式電池を取りはずし適切に 
廃棄してください。 


1ちユニットか百ち A ウジング 
をはずず。 

①ちュニットのイ中ーパッドを取り 
はずす。 

霞ねじを3か所取りはずす。 

⑤ち八ウジングをはずす。 



2ちバウジングか6ジョグス 
イッチをはずず。 

①充電式電池のそばにあるねじを1 
か所取りはずす。 

霞ジョグスイッチび取りつけられた 
基板を、ジョグスイッチのカバー 
と一緒に持ち上げる。 





3巧電式電化と本おの接続をは 
ずず。 

①ねじを1か所取りはずす。 

霞充電式電池の付いた基板をはずし 
て裏返す。 

趣基板上にあるコネクタを引き损 
く。 



4巧電式電池をスライドさせて 
取0はずず。 



巧 電式電 ミ也 
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ほ用上のご注意 

Bluetooth ほ信にごし 1 て 

• Bluetooth 無線技術ではおよそ1日 m 程 
度までの距離で通信でさまずび、障害 
物（人体、金属、壁など）や電波状態 
によって通信有効範囲は変動しまず。 

.本機のアンテナは、ちユニットに内蔵 
されていまず。接続ずる Bluetooth 磯 
器をち側に置くことで、 Bluetooth 通 
信の感度は向上しまず。 

• 巨 luetooth 通信は政下の状況におい 
て、通信感度に影響を及ぼずことびあ 
D ます。 

-本機と Bluetooth 機器の間に人体や 
金属、壁などの障害物びある場合 
-無線 LAN び構窠されている場所や、 
電子レンジを使巧中の周辺、その他 
電磁波び発をしている場所など 

• 巨 luetooth 磯器と無線 LAN 

(IEEE 802.11 b/g) は同一周波觀帯 
(2.4 GHz) を使巧ずるため、無線 
LAN を搭載した機器の近辺で使巧する 
と、電波干渉び発生し、通信速度の低 
下、雑音や接続不能の原因になる場合 
びありまず。この場合、次の対策を 
行って < ださい。 

-本機と团 uetooth 機器を接続ずると 
きは、無線 LAN から10 miU 上離れ 
たところで行ラ。 

-10 m が内で使巧する場合は、無線 
LAN の電源を切る。 

-本機と己 luetooth 機器をでさるだけ 
近付ける。 

• Blue 怕 oth 磯器び発生する電波は、電 
子医療機器などの動作に影響を与える 
可能性びありまず。場合によっては事 
故を発生させる原因になりますので、 
次の場所では本機および Bluetooth 磯 
器の電源を切ってください。 

-病院内/電車内/航空機内/ガソ U 
ンスタンドなど引乂性ガスの発生す 
る場所 


-自動ドアや火災報知機の近く 

• 本機は、 Bluetooth 無線技術を使巧 
した通信時のセキュ1」テイとして、 

巨 luetooth 標準規格に準拠したセ 
キュ U テイ機能に対応しています 
び、設定内容などによってセキュ U 
テイび充分でない場合びあ D ます。 
Bluetooth 通信を行ラ際はごを意く 
ださい。 

• 团 uetooth 通信時に情報の漏洩び発 
をしましても、脾社としては一切の 
責任を負レかねますので、あらかじ 
めご了承 < ださい。 

• 本機はすべての Bluetooth 機器との 
Bluetooth 接続を保証ずるちのでは 
ありません。 

-接続する Bluetooth 機器は、 
Bluetooth SIG の定める 
Bluetooth 標準規格に適合し、認 
記を取得してレる必要びありま 
す。 

-接続する磯器び上記 Bluetooth 標 
準規格に適合していてち、磯器の 
特性や仕様によっては、接続でを 
ない、操作方まや表示-動作び異 
なるなどの現象び発生する攝合び 
あります。 

-ハンズフ U —通話中、接続磯器や 
通信環境により、銷音び入ること 
びあります。 

• 接続する機器によっては、通信びで 
さるよラになるまで時間びかかるこ 
とび友0ます。 




巧居の AC パワーアダプターについて 

•この製品には、付属の AC パワーアダ 
プター(極性統一形プラグ -J 曰 TA 規 
格）をご使用ください。上記が列の製 
品を使用すると、故障の原因になるこ 
とびあります。 



極性統一巧プラグ 


• AC パワーアダプターは容易に手び届 
くよラな電源コンセントに接続し、異 
甫び生じた攝合は速やかにコンセント 
から抜いてください。 

• AC パワーアダプターをご使用時は、 

攻下の点にご注意くださレ。 

- AC バワーアダプターを棚や組み込 
み式キャビネットなどの狭い場所に 
置かないでください。 

-火災や感電の危険をさけるために、 
水のかかる場所や湿気のある場所で 
は使巧しないで<ださし'1。また、 
ACJ くワー アダプターの上に巧瓶な 
ど、水の入ったちのを置かないでく 
ださレ。 

•長い間使わないときは、 AC パワーア 
ダプターをコンセントから抜いてくだ 
さい。コンセントから抜くときは、 
コードを引っばらずに必ず ACJ の一 
アダプター 本体をつかんで抜いてくだ 
さぃ。 

その化の ご注意 

•湿気やほこり、油煙、湯気のをい場 
所、直射日光の当たる攝所や停車中の 
車内などには置かなレでください。故 
障の原因となります。 

•携帯電話でご使用の際、電波状況、攝 
所の影響により、ご使用でをない攝合 
びあります。 


• このへッドセットは、力を加えたり重 
さを加えたりしたまま長時間放置ずる 
と、変形してしまラおそれびお0ま 
ず。保管ずるとをは、変形しないよラ 
にして < ださレ。 

• 落としたりぶつけたりなどの強い 
ショックを与えなレでください。 

• ユニッ ト部はていねいに扱って<ださ 
い。 

• '汚れは、乾いた柔らかい巧で成を取っ 
てください。その際、 ユニット 部に息 
を吹さかけることはしないでくださ 
い。 

• イヤーバッドは消耗品です。長期の使 
巧-イ呆存によって劣化することびあり 
ます。破損したら交換してください。 

• ほかに疑問点や問題点びある場合は、 
ちラー度この取扱説明書をよく読んで 
から、ソニーのネ目談窓 □ (裏表紙）ま 
たはお買い上げ店にごネ目談ください。 
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Bluetooth 無線技術について 


Bluetooth 無線技術は、パソコン 
やデジタルカ ラなどのデジタル 
機器同±で通信を行ラための近距 
離無線技術です。およそ 10 m 程度 
までの距離で通信を行ラことびで 
をます。必要に応じて2つの機器を 
つなげて使ラのび一般的な使い方 
ですび、1つの機器に同時に複数の 
機器をつなげて使ラことわありま 
す。 

無線技術によって USB のよラに機 
器同±をケープルでつなぐ必要は 
なく、また、ホが線技術のよラに 
機器同±を向かい合わせたりする 
必要ちありません。例えば片方の 
機器をかばんやポケットに入れて 
使ラこともでをます。 

团 uetooth 標準規格は世界中の数 
千社のを社び賛同している世界標 
準規格であり、世界中のさまざま 
な X —力一の製品で採巧されてい 
ます。 


Bluetooth 傑能の巧応バ ー 
ジョンとプ□ファイル 

プ□ファイルとは、 Bluetooth 機 
器の特性ごとに機能を標準化した 
ものです。本機は下記の 
巨 luet 00 th バージョンとプ□ファ 
イルに対応しています。 

ノ V ンズフ IJ 一通話をするために 
は、携帯電話も下記のバージョン 
とプ□ファイル （ HFP または HSP 
のどちらか）に対応している必要 
びあ0ます。 

対応 Blu 到〇〇化バージョン： 

Bluetooth 標準規格 Ver. 2.0 準拠 

対応 Blu 到00化プ□ファイル： 

- A2DP (Advanced Audio 
Distribution Profile) :高音質な音楽 
コンテンツを送受信する。 

- AVRCP (Audio Video Remote 
Control Profile) :再生、一時停止、 
停止、ボリューム調節など、 AV 磯器を 
操作する。 

- HSP (Headset Profile) * :通話/ 
携帯電話を操作する。 

-HFP (Hands-free Profile) * :ハン 
ズフリーで通話/携帯電話を操作する。 

* 携帯電話の Bluetooth 機能び HFP と 
HSP の両方に対応している場合は、 
HFP (Hands-free Profile) を使用し 
てください。 

ご注意 

目 luetooth 機能を使うには、相手側 
目 luetooth 機器び本機と同じプ□ファイ 
ルに対応してレる必要びあります。 

ただし、同じプ□ファイルに対応してレ 
てち、 Bluetooth 機器の仕様により機能 
び異なる場合びあります。 
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が障かな？と思った 6 

修理にお出しになる前に、ちラー度点検してください。それでを正確に動 
作しないときは、お買い上げ店または ソニーサービス 窓□、 ソニーの 相談 
窓口（裏表紙）にお問い合わせください。 


共通 


電源び入5ない 

-► 本機を充電ずる。 

-► 充電中は電源を入れることびでをま 
せん。本機を AC パワーアダプター 
からはずし、電源を入れる。 

ペアリングでをない 

-► 本機と Bluetooth 機器をなるべく近 
付けてからペア U ングを巧ラ。 

Bluetooth 巧続びでまない 

一本機の電源び入ってレるか確認す 
る。 

-► 相手側 Blu 到00化機器の電源び入っ 
ていて目 luetooth 機能び有効になっ 
ていることを確認ずる。 

-► 本機にネ目手側 Bluetooth 機器との接 
続履歴び残っていない。ペアリング 
び完了したらすぐに、ネ目手側 
目 luetooth 機器で Bluetooth 接続を 
巧ラ。 

-► 本機または相手側 Bluetooth 機器び 
ス ij— プ状態になっている。 

-► 目 luetooth 接続び切断されている。 

ちラー度 Bluetooth 接続を開始す 
る。 

音びひずむ 

-► 本機や目 lu 到00 th 機器の周辺に 

2.4 GHz 帯の周波觀を使用するお線 
や電モレンジなどの機器びなし'!か確 
認する。 


通信距謎び短い（音青び途切 

れる） 

-► 無線 LAN や巨 luetooth 磯器、電子レ 
ンジを使用している場所など、電磁 
波を発生する機器びある場合は、そ 
の機器から鄙れて使用ずる。 

本傑を操作でをない 

一本機をI」セットずる（この操作をし 
てち、ペアI」ング情報は削除されま 
せん）。クI」ップなどの細い棒を巧 
に差し込み、ボタンの感軸びあるま 
で押す。 
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音楽を聞 < とを 
音び出ない 

-► 本機と送信側 Bluetooth 機器の電源 
び入っているか確認する。 

-► 本磯と送信側目 luetooth 機器び、 
A2DP で Bluetooth 接続されている 
か確認ずる。 

-► 送信側己 luetooth 機器で、音楽び再 
をされているか確認する。 

-► 本機の音量びかさすぎないか確認す 
る。 

-► 接続した機器側で音量を調節する必 
要びある場合は、接続した機器で音 
量を上げる。 

-► 本機と送信側 Bluetooth 機器を再度 
ペア1」ングする。 

音びかさい 

-► 本機の音量を上げる。 

-► 接続した機器側で音量を調節するお 
要びある場合は、接続した機器で音 
量を上げる。 

音質び悪い 

-► 本機と送信側 Bluetooth 機器び、 

HSP での Bluetooth 接続になってい 
るときは、 A2DP での Bluetooth 接 
続に切り換える。 

Bluetooth 巧応携帯電話か6 
本煤に接続でをない 

-► お使いの携帯電話び SCMS-T 方式の 
コンテンツ保護*に対応していないた 
め、接続に失敗している。 

いったん電源を切り、本機の 
POWER ポタンとジョグスイッチ 
(►■) を約7秒間押し続けて本機 
の SCMS-T ち式のコンテンツな護を 
無効にする。 


* SCMS-T ち式のコンテンツ保護とは、 
Bluetooth 無線技術におけるコンテン 
ツイ呆護ち式の1つで、本機はこのち式 
でな護された音楽を受信することびで 
をます。 

SCMS-T ち式のコンテンツな護に対応 
していない機器をお使いの場合は、上 
記の手順で SCMS-T ち式のコンテンツ 
イ呆護を無効にしてお < 必要びあ0ま 
す。このとさ、ランプ（青）び1回点 
滅します。 

SCMS-T ち式のコンテンツな護を再度 
有効にするためには、ちラー度本機の 
POWER ボタンとジョグスイッジョグ 
スイッチを約7秒間押し続け 
ます。このとを、ランプ（青）び2回 
点滅します。 

音楽再生中に音び途切れやず 

い*1 

-► 送信側 Bluetooth 機器側からいった 
ん A2DP の Bluetooth 接続を切り、 

本磯の電源び入っている間にジョグ 
スイッチ （►■) を約7秒間押し続 
ける。ランプ（青）び1回点滅す 
る。受信巧能なビットレートび低く 
なり音び途切れにくくなる。* 2 

W 本機は、高レビットレートで音楽を受 
信でをますび、高いビットレートで音 
楽を受信しているとをはご使用の環境 
によ0音び途切れやすい場合びあ0ま 
す。 

ご使巧の罵境によっては、改善されな 
い場合ちあります。高いビットレート 
での受信びでさる巧態に戻すには、ち 
う一度本機のジョグスイッチ 
を約7秒間押し続けます。ランプ 
(青）び2回点滅します。 




通話ずるとを 

通話巧手の青び聞こえない 

一本機と目 luetooth 対応携帯電話の電 
源び入っているか確認する。 

^本機と Bluetooth 対応携帯電話び 
Bluetooth 接続されているか確認す 
る。 

一目 luetooth 対応携帯電話の音声設定 
が、通話中に本機を使うようになっ 
ているか確認する。 

-► 本機の音量びルさすざないか確認ず 
る。 

一 Bluetooth 対応携帯電話で音量を調 
節する必要びある場合は、接続した 
機器で音量を上げる。 

一本機で音楽を聞いてレるとをは再生 
を停止して、本機のマルチファンク 
シヨンボタンを押して着信に応答す 
る。 

通話巧手か6の青びかさい 

-► 本機の音量を上げる。 

一目 luetooth 対応携帯電話で音量を調 
節する必要びある場合は、接続した 
機器で音量を上げる。 


本機を初期化する 

音量調節などを工場出荷時の設定 
に戻し、すべてのペア U ング情報 
を削除します。 

1本機の電源び人つている巧態 
で、 POWER ボタンを3巧な 
上巧し続けて本煤の電源を切 
る。 

2 POWER ボタンとマルチ 
ファンクシヨンボタンを同時 
に7巧な上巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に 4 回点ミ威し、本機び工場 
出荷時の設定に戻ります。すべ 
てのペア、 J ング情報び削除され 
ます。 
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保証書とア フターサービス 


巧証書 

• この製品には保記書び添付されていまずので、お買い上げの際お受け取りくださ 
い。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 
•保詔期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


ア フターサー ビス 

記子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べ<ださい。 

それでち昌をの悪いと去は 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓□のご案内」にあるお近<のソニーサー 
ビス窓□にご相談 < ださい。 


巧証巧間中のお巧は 

イ呆西書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくはな記書をご貴くださ 
い。 

巧記巧巧経適巧の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望によ0有料修理させていただをます。 

部品の巧ち巧巧について 

当社ではへッドセットの補修巧性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品） 

を、製造打ち切り禮6年間保有してレます。この部品保有期間を修理可能期間とさせて 
いたださます。保有期間び経過したあとち、故障箇所によっては修理可能の場合びあ 
0ますので、お買い上げ店またはソニーサービス窓□にご相談<ださい。 
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まな仕様 

概要 ヘッドセット 


お信方式 

团 uetooth 標準規格 Ver . 2.日 

出力 

团 uetooth 標準規格 Power Class 2 

最大ほ信距謎 

見通し距離約 10 m*i 

馆巧周液巧帯域 

2.4 GHz 帯 （2.40 日0 GHz - 
2.4835 GHz ) 

を調方式 

FHSS 

巧応 Bluetooth プ□ファイルか 

A 2 DP (Advanced Audio 
Distribution Profile ) 、 

AVRCP (Audio Video Remote 
Control Profile ) 、 

HFP ( Hands-free Profile ) 、 

HSP (Headset Profile ) 

巧 応コー デジク *3 
S 艮 C *4、 MP 3 

ほを巧な ( A 2 DP ) 

20 - 20,000 Hz (44.1 kHz ヴンフ 
U ンブ時） 

付属品 

AC パワーァダフターり） 

キャ IJ ングポーチ （1) 

取扱説明書（本書） （1) 

その他印刷物一式 

*' 通信距離は目安です。周囲罵境によ0 
通信距離び変わる場合びあ D ます。 

" 目 luetooth プ□ファイルとは、 

团 uetooth 機器の特性ごとに機能を標 
準化したちのでず。 

W 音声圧縮変換ち式のこと 
*4 Subband Codec の略 


電源 

DC 3.7 V :内蔵 U チウムイオン充電 
式電池 

質量 

約18日 g 

レシーバー部 
お巧 

密閉ダイナミック型 

ドライ K — ユニット 

40 mm 、 ドーム型 

ちを周波が帯域 

10-25,000 Hz 

マイク部 

全指向性、エレクトレットコンデン 
ヴー型 

有効周波数帯域 

10日-4,00日 Hz 

本機は Fraunhofer HS および 
Thomson の MPEG Layer -3 才一 
ディ オコーディング技術と特許に基づ 
く許諾製品です。 

本機の仕様および外観は、改良のたゆ 
予告なく変更することびありますび、 
ご了承 < ださい。 
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お巧い合わせ窓□のごま巧 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談につ 
いては、下記のお問い合わせ巧をご利巧ください。 

ホームページで調べるには 

-► AV 関連商品■アクセサリーカスタマーサポートへ 
(http://www.sony.co.Jp/a ぃ acc) 

Bluetooth アクセサ IJ— 商品に関する最新サポート情報や、よ<あるお問い 
合わせとその回答をご案内しています。 

電話- FAX でのお問い合わせは 

-► ソニーの相談窓□へ（下記電話. FAX 番号） 

• お問い合わせの際は、巧のことをお知らせください。 

セツ ト本体に関するご質問時： 

-型名： DR-BT50 

一 製造（シリアル）番号：へツドバンド左内側のラベルに記載 
一ご相談内容：できるだけ詳しく 
一 お買レ上げ年月日 

接続に関ずるご質問時 

質問の内容によっては、本機に接続される機器についてご質問させていただく場 
合びあります。事前にわかる範囲でご確認いただを、お知らせください。 


よくあるお問し、合わせ W 容□受付時間などは 
ホームページをご活用〈ださい。 


http :// www . sony . co . jp/support 
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